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復 活 節 第 ３ 主 日  
 
 

主日家庭礼拝順序  

頌 栄 ２８  

交読詩編 詩編６１：１～９  

讃 美 歌 ３３２  

聖 書 ヨハネによる福音書 21：1～14 

説 教 「イエス、弟子に現れる」  

祈 り  

使徒信条 ９３－４Ａ 

讃 美 歌 ５２１  

主の祈り ９３－５Ａ  

 
■家庭礼拝の守り方 
 時間になりましたら、静かに心を整えて黙祷し、
礼拝順序に合わせて礼拝を守りましょう。同じ時に、
主にある兄弟姉妹と共に礼拝している事を思いな
がら礼拝を捧げましょう。 
頌栄   最初に神様に栄光を帰します。 
交読詩編 神からの呼びかけと人の応答を思い読

んでください。 
讃美歌  神を讃美します。 
聖書   神の御言葉を読みます。 
説教   御言葉の解き明かし。神様は私に何を語

りかけて下さるのかを思いながら読み、
しばらく黙想しましょう。 

祈り   御言葉を心に留め、主に祈ります。 
使徒信条 信仰を告白します。 
讃美歌  御言葉への応答・感謝の讃美です。 
主の祈り イエス・キリストの教えて下さった祈り

で終わります。 

◆説教「イエス、弟子に現れる」 

復活の主イエスはエルサレムで二度弟子たちに現れ

て、ご自身が言われた通りに復活された事を弟子たちに

見せられ、弟子たちを安心させました。それから弟子た

ちはガリラヤに行きました。ティベリアス湖は、ガリラ

ヤ湖の事です。 

 シモン・ペトロ、ディディモと呼ばれるトマス、ガリ

ラヤのカナ出身のナタナエル、ゼベダイの子たち(ヤコブ

とヨハネ)それに、ほかの二人の弟子の 7 人が一緒にいま

した。シモン・ペトロが、「私は漁に行く」と言うと、

彼らは「私たちも一緒に行こう」と言って舟に乗り込ん

だのですが、元漁師が少なくとも 3 人はいたのにその夜

は何も捕れませんでした。彼らは主イエスが生きておら

れる事を知って喜んでいましたが、その反面、主が捕ま

った時には逃げてしまったことを恥ずかしく思ってい

たのです。また主イエスは復活されましたが、弟子たち

とそれまでの様に寝食を共にしてはいませんでした。罪

悪感と空虚な心でいた時に漁をしましたが、何も獲れず

にいたのです。ロス主イエス状態だったのです。4 節「既

に夜が明けたころ、イエスが岸に立っておられた。だが、

弟子たちは、それがイエスだとは分からなかった」マグ

ダラのマリアもそうでしたが、復活の主イエスはどうや

らそれまでのイエスとは違った様子だったようです。そ

の時主イエスは「子たちよ、何か食べる物があるか」と

言われ、「舟の右側に網を打ちなさい。そうすればとれ

るはずだ。」と言われました。するとおびただしい数の

魚が捕れて網を引き上げる事が出来ない程でした。この

出来事は、最初にこのガリラヤ湖でペトロたちがイエス

と出会った時と同じでした。まさにこの場所であり、同

じ奇蹟であって、その時からペトロたちはイエスを主と

呼んだ所であり、「ルカ 5:11 恐れることはない。今から

後、あなたは人間をとる漁師になる。」と言われて全て

を捨ててイエスに従った所でした。ヨハネが気付いて

「主だ」と言うと、ペトロは湖に入るのに上着を着て飛

び込みました。とにかく主の元に行きたかったのです。

主は朝食を準備して体を回復させて下さり、空虚になっ

た弟子たちを信仰の原点に戻して、もう一度使命を与え、

その魂を主の霊で満たす事で、霊的にも回復させて下さ

ったのでした。捕れた魚は 153 匹でした。これは当時知

られていた魚の全種類の数とも言われ、それは全世界の

人が主の元に集められる事を示していると言われてい

ます。空虚な心を満たし回復させて下さる主イエスのこ

とば、それは今では聖書のことばです。御言葉によって

人の心を満たし、その生活を取り戻し、人生と社会を取

り戻すのです。今世界中を襲っている困難の中で、御言

葉によって魂を回復させ、益々混乱していくであろうこ

の世が回復していくために、祈り仕えて行く者でありた

いと思います。 

◆祈り 
私たちを回復させてくださる復活の主イエス・キリ
ストに感謝の祈りを捧げる。新型コロナウイルスが
一日も早く終息するように。まだキリストの救いを
知らない人々に福音が届けられますように。この脅
威の中で神の憐れみを求めて、引き続きキリエ・エ
レイソン(主よ、憐れみ給え)と祈りましょう。 
■教会 4月 19 日～5月 6日まで 
□教会学校 新型コロナウイルス感染防止のため

休校 
■ランバス幼稚園 
4 月 14 日(火)～5 月 6日(水)家庭保育要請期間 


